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お堀と白蓮
夏になると、安芸城跡のお堀
には、群生地としては全国的
にも珍しい白い蓮が咲きま
す。見頃は7月中旬から8月中
旬です。また、7月下旬には
「白蓮まつり」が開催されてい
ます。

住　高知県安芸市土居９５３-イ
☎　0887-34-3706
営　9：00～17：00
休　毎週月曜日
　　（祝日の際は開館）
　   年末年始
料　大人300円

安
芸
市
立

歴
史
民
俗
資
料
館

　安
芸
城
跡
に
あ
る
安
芸
市
立
歴

史
民
俗
資
料
館
に
は
、五
藤
家
に
伝

わ
る
美
術
工
芸
品
や
古
文
書
な
ど

貴
重
な
も
の
が
数
多
く
収
蔵・展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
三
菱
グ
ル
ー

プ
の
基
礎
を
築
い
た
岩
崎
彌
太
郎
、

童
謡
作
曲
家
と
し
て
名
高
い
弘
田

龍
太
郎
、翻
訳
小
説
や
大
衆
文
芸
の

普
及
に
つ
と
め
た
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
黒
岩
涙
香
な
ど
の
ゆ
か
り
の

品
等
も
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
は
、暮

ら
し
に
使
わ
れ
た
民
具
や
、安
芸
市

内
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
、古
文

書
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

五
藤
家
や
安
芸
市
の

偉
人
た
ち
を
紹
介

山
内
家
と
ゆ
か
り
の
深
い

土
佐
藩
家
老

　五
藤
氏
は
尾
張
黒
田（
現
在
の
愛
知

県
一
宮
市
）の
出
身
で
、山
内
一
豊
の

父
盛
豊
の
時
か
ら
山
内
家
に
仕
え
、盛

豊
死
後
も
一
豊
母
子
と
苦
労
を
と
も

に
し
て
き
ま
し
た
。

　1
5
7
0（
元
亀
1
）年
、越
前（
福

井
県
）朝
倉
氏
攻
め
の
際
、一
豊
は
敵

を
討
ち
取
っ
た
も
の
の
、左
の
目
尻
か

ら
右
の
奥
歯
に
か
け
て
矢
を
射
ら
れ

ま
し
た
。家
臣
の
五
藤
為
浄
は
、そ
の

矢
を
抜
こ
う
と
し
ま
す
が
、な
か
な
か

抜
け
ず
、一
豊
の
言
葉
に
従
い
、わ
ら

じ
を
は
い
た
ま
ま
一
豊
の
顔
を
踏
み
、

矢
を
抜
き
取
り
ま
し
た
。

　1
6
0
1（
慶
長
6
）年
、土
佐
藩
主

と
な
っ
た
一
豊
は
、為
浄
の
武
功
を
重

ん
じ
て
、五
藤
家
に
安
芸
を
預
け
ま
し

た
。当
初
五
藤
家
は
安
芸
代
官
で
し
た

が
、1
6
7
0（
寛
文
10
）年
頃
家
老

と
な
り
、1
7
0
0（
元
禄
13
）年
に

奉
行
職
に
つ
い
て
以
来
、た
び
た
び
奉

行
職
に
就
任
し
、幕
末
ま
で
藩
政
中
枢

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　五
藤
家
は
積
極
的
な
新
田
開
発
や
山

林
支
配
、内
原
野
焼
な
ど
の
産
業
育
成

を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、土
居
廓
中
の
町

並
み
を
整
え
、維
持
し
て
き
ま
し
た
。

五
藤
家

蒔絵船形弁当▶

浅葱糸威胴丸▶
あさぎいとおどしのどうまる

やじり

まきえ   ふながた べんとう
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map

6
map

7
map

ご
　
　
　
　
と
う
　
　
　
　
け

五藤家家宝の
山内一豊の顔面に刺さった鏃。これを五藤為浄が抜
いた武功により、後に家老に抜擢されたと伝わって
います。

　 五藤家安芸屋敷
五藤家に残された絵図によると、当時は安芸
城の麓一帯に屋敷や蔵、馬小屋などが幾重
にも並び、広い土居屋敷を構えていたようで
す。明治になりすべて取り壊されましたが、
1891（明治24）年ー1893（明治26）年に現
在の主屋が建てられました。数寄屋風書院の
座敷で構成されています。

　 安芸城跡
1308（延慶元）年、安芸親氏によって築かれたといわれる安芸城は、安芸
平野のほぼ中央にあり、標高約41m、東西100m、南北190mの楕円形を
した平山城。1601（慶長6）年、山内一豊に従い土佐へ入国した五藤吉蔵
為重ら代々続く五藤家により整備され、今も詰のほか、二の段、三の段など
の曲輪や堀切、虎口、追手門、枡形の石垣など歴史的価値のある遺構が
残っています。鎌倉時代に築城された城の往事をしのぶことができる安芸
城跡は、1969（昭和44）年、安芸市の保護有形文化財に指定されました。

追手門・桝形
南の土塁のほぼ中央に追手門があります。ここは石垣を配した枡形
構造となっており、正面からは内部が見えないようになっています。
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